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1. 調査研究の目的および概要 
 
「なつしま」単独による本航海（NT07-03航海）は、海洋研究開発機構（JAMSTEC）によ

る平成 18 年度深海調査研究の一般公募に基づいて採択された以下の課題に関する調査を実
施するものである。 
課題提案者および課題名

「豊橋沖海底ケーブル先端における地震・地殻変動観測システムの展開」 
課題提案者：後藤 忠徳（海洋研究開発機構 地球内部変動研究センター） 

 
上記課題に基づいて NT07-01航海で設置された 6台の OBEMと OBEを回収するのが本調査
航海の目的である。今後実施される豊橋沖ケーブルを用いた地殻活動モニタリングに先んじ

て、そのバックグラウンドである海底下の地殻電気伝導度構造が明らかとなる。地殻電気伝

導度は岩石中の水の含有量に大きく支配されるため、結果として、巨大地震発生域（東海地

震想定震源域）周辺の含水率分布を明らかにすることができ、アスペリティー（巨大地震時

に地震エネルギーを発生する場所：地質学的には固着域とも考えられている）の形成と地殻

内の水の関係を解明できると思われる。東海沖では既に反射法・屈折法地震探査が行われて

いるため、これらの結果と比較することも可能である。また 2007 年 4 月にはさらに 3 つの
OBEM観測点を追加する予定であり、観測点は全 9点となる予定である。このような海底電
磁探査は、世界でも第一級の調査規模である。 



 

2. 調査日程 

2.1. 調査海域図 

 

図 2-1-1 

遠州灘 豊橋沖（水深 800～4500ｍ）   

細黒線) 
 
丸が NT07-01で設置した OBEMおよび OBEの投入点を示す。 

33°43.00’N、 138°20.00’E 

33°43.00’N、 138°00.00’E 

34°03.00’N、 137°20.00’E 

34°30.00’N、 137°20.00’E 

34°30.00’N、 138°20.00’E 

の各点で囲まれる範囲(図中の

赤

赤色と青色の星印と実線は豊橋ケーブルを表す。



2.2. 航海ログ 
 
NT07-03 Shipboard Log & Ship Track  

Date Time Description Remarks 

Position/Weather/ 
Wind/Sea condition 
(Noon) 

10Feb07 10:00 乗船   12:00(JST) 
  11:00 横須賀新港埠頭 3号浅橋 出航   35-10N, 139-45E 
       曇 

       North-3(Gentle breeze)
       Sea Calm 
         

11Feb07 3:00 調査海域着   12:00(JST) 

  3:15 
海況不良のため、調査海域を発航し駿河湾へ

向かう。 
  34-42N, 138-21E 

   東海海域海上強風警報発令中   晴 

   （晴/WNW-8(Gale)/Sea Rough)   West-6(Strong breeze)
  5:30 駿河湾着、避泊開始   Sea moderate 
         

12Feb07 0:30 避泊終了。調査海域へ向け、発航   12:00(JST) 
  4:45 調査海域着   35-20N, 139-41E 
  5:30 作業開始   晴 

   Site101(OBEM JM101)切り離し   SW-7(Near gale) 
  6:16 Site101回収   Sea moderate 
  7:19 Site102(OBEM JM100)切り離し     

  8:05 Site102回収     

  8:33 Site103(OBE JF3)切り離し     

  9:29 Site103回収     

  10:33 Site104(OBE JF2)切り離し     

  12:03 Site104回収     

  12:20 Site105(OBEM JM102)切り離し     

  14:16 Site105回収     

  14:40 Site106(OBE JF1)切り離し     

  16:17 Site106回収     

         

  16:30 回収作業終了      

   横須賀向け発航     

         

13Feb07 7:30 横須賀 JAMSTEC専用 2号岸壁 着岸     

  8:30 機材陸揚げ     

   下船     

         

         

 



3.乗船者リスト(伊藤) 

 
  

名前 役職 連絡先(e-mail) 期間 

 
Scientific Group   

 
乗船

  

 所属 部署 先(電話) 連絡   

 住 先(FAX) 所 連絡   

笠谷 貴史 研究員 j 2/10-2/13 

 JAMSTEC IFREE    

      

後藤 忠徳 研究員 2/10-2/13 

 JAMSTEC IFREE    

      

伊藤 誠 観測技術員  2/10-2/13 

 日本海 業    洋事 ㈱   

      

  

 

   

船長 請蔵 栄孝 機関長 坂口  

Natsush

 

ima Crew   

 栄次

一等航海士 高文 一等機関士 梶原  青木  正博 

二等航海士 十九郎 二等機関士 野口  小林 和徳 

三等 優貴 三等機関士 儀航海士 古川  武 大輔 
        

甲板長 尾田 芳包 操機長 松田 誠一  

甲板手  操機手 福原 猛  宅野 修二

甲板 大迫和四郎 操機手 河 慶憲 手 合 

甲板 操機手 千 竜臣 手 山本 修一 野 

甲板 副島 隆史 機関員 達 翔太 手 木 

甲板   手 白山 哲男   

甲板 松尾 仁智    員  

        

電子 高橋 正始 司厨長 高 香 長 島 

二等電子士 山本 洋平 司厨手 中 秀利 原 

   司厨手 有 重人  山 

   司厨手 桐 浩二  田 

    司厨手 富宇加誠之 

 



4. OBEMによる比抵抗構造探査 

.1. OBEM調査の目的 
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4.2. OBEMの概要 
 
本航海で投入された OBEM および

OBEは、1つの耐圧ガラス球に必要な測
器が封入された小型の観測測器

5-2-1-1)で、作業性やメンテナンス性など
も考慮した設計がなされている。電場
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図 4-2-1 本航海で投入した OBEMの外観. 

図 4-2-2 電極アームの折り畳み機構の概念図。海面到達時も浮力のない電極アーム部
は(D)の状態で海面下にあるため、揚収作業が容易である. 

OBEM OBE
Sampling rate 8Hz 1Hz
AD converter 16bit 24bit

Resolution
0.000305176mV/LSB
0.01nT/LSB

0.0000019mV/LSB

Power supply Lithium battery
Li-ion rechargeable

 battery

Memory
Compact flash memory

(Max 2GB)
Compact flash memory

(Max 256MB)

Communication port USB1.1/RS-232C RS-232C

図 4-2-3 OBEMおよび OBEの測定装置の仕様.



器内に収納されている(図 5-2-1-2)。このほかに電場のみを測定する電位差計(以下 OBE)の製
を行っている。外観上は図 5-2-1-1 の OBEM とほとんど変わりなく，磁力計耐圧容器が無

い OBEM の電位差回路部を基本として，A/D コンバ
とし，GPS 同期の外部時計との同期および時

を用いているので運用のたびに電池を購入する必

ている。また，時刻同期・比較が正確な時計と

で必要な条件である。 
て取り付けた GPS アンテナによりパソコン時計の
計を高精度時刻同期機能(0.01秒)を用いて同期およ

作

点のみが異なる。この OBE は神戸大型
ーターを 24bit 化，主電源をリチウム 2 次電池
刻比較を可能にしている。リチウム充電池

要が無く，多くの繰り返し観測の実施に適し

行えることは，人工電流源探査を実施する上

OBEM ではパソコンに RS-232C を介し
同期を取り、そのパソコンと OBEMの時
び時刻比較を行う仕様となっている。 

 



5. 調査結果 

5.1. OBEMの回収作業と時刻同期 

 2.2 の航海ログにあるように、2/12 に全 6 台の

OBEM および OBE の回収に成功した。作業は未

明より実施し、夕刻には全ての作業を終了するこ

とがで 。 きた

Site106以外の測器については、時計の同期に成

功した。Site106は本体バッテリーの電圧低下のた

に RS 通信が不能であった。Site101,102,105 の

OBEMは、シリアル接続の Germin製 GPSアンテ

ナを用いて同期したノートパソコンとの同期、Site103,104 の OBE については専用の同期時

計を使用して測器の時刻ズレを測定した。測定した結果はログとしてノートパソコンに測定

と同時に記録している。Site106を除く各点での計測された時刻ずれは以下の通りである。正

の値は PCもしくは同期時計に対して測器側が進んでいることを示す。 

 

Site101 +3.2659秒 

Site102 +0.3102秒 

Site103 +4.601秒 

Site104 +5.563秒 

Site105 +2.3023秒 

 

5.2. データ回収 

 回航時間が短かったために、データの回収は全て陸揚げしてから実施した。Site106以外の

測器はガラス球外からの USB および RS 通信によってノートパソコンへのデータダウンロー

ドを行った。回収したデータに問題はなく、測定開始時から回収時までの漸次系列の回収に

成功した。Site106 は本体バッテリーの電圧低下のために RS 通信ができなかったため、ガラ

ス球をあけて CF メモリを取り出してデータの回収を行った。しかしながら、書き込みの異

常終了のためファイルが正しく閉じられていなかったため、パソコンでのデータコピーが不

可能な状態であった。該当の CF メモリを測器の製作メーカーであるクローバテック社に送

付し、バイナリダンプによるデータの回復を実施した。データは 1/10 5:05:00(UTC)より 2/2 

10:40:47(UTC)までリカバリーする事ができた。 

め
図 5-1-1 OBEMの回収作業の様子 



6. まとめ 
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Appendix 

A-2.調査船概要 

 
支援母船「なつしま」 
「なつしま」は「しんかい 2000」の支援母船として計画・設計・建造され、「ハイパードル
フィン」支援母船として改造された。 
「ハイパードルフィン」行動中は支援母船としているが、搭載していないときは、「なつしま」

単独で各種の調査研究(シングルチャンネル音波探査,4000m 級ディープトウ,ピストンコア,
ドレッジ等)に使用されている。 
 
① 一般要目 

 
 
 
 
 

 
② 母船搭載調査機器 
○ 等深線図作画装置 
○ XBT装置 
○ D-GPS 
○ 音響航法装置 
○ マルチナロービーム音響測深器 
○ 岩石カッター・処理室 
○ No.1～No.3ラボラトリー（ドライ、ウェット） 

 
③ ラボラトリー常設装置 
2ラボ：ビデオ編集装置（S-VHS、VHS、Hi-8、DV、DV-CAMへダビング可能） 

：大画面液晶テレビ(プラズマディスプレイ) 
：ネットワークカラープリンター・スキャナー 
：PC2台(Mac power PC G4,Vaio PC-RZ7OP) 

3ラボ：冷蔵庫 
：低温恒温器 
：超低温冷蔵庫 
：自動製氷器 
：アイスクラッシャー 
：研究用海水取水装置 
：イオン交換樹脂カートリッジ純水器（オルガノ G-20B） 
：超純水製造装置（Milli-Q SP TOC） 

 

全長 ：67.4m  信号符字 ：7JDU 

型巾 ：13.0m  航海速力 ：12.0kt 

型深 ：6.3m  航続距離 ：約 5000 海里 

計画満載喫水 ：3.8m  最大搭載人員 ：55名(研究者18名) 

総トン数 ：1739t    
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